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＜連絡事項＞
8/8～病棟運営について再確認です。
　8/8（月）
　・食事      : 3食レストラン移動し摂取
　・外来診療　: 制限なし継続

　・新規入院　: 制限なし継続

　・退院　　　: 制限解除

　・プログラム:再開（当面は病棟内での実施となります）
　・外出泊　　: 極力控え医師の判断で必要なもののみ

　・テレビ面会: 再開

(3)　北病棟職員ならびにその他運営体制（8/8～）

　・北病棟へのヘルプ体制は解除し所属部署へ復帰。

　・北病棟職員の出・退勤打刻免除の解除。

　・北病棟職員の出・退勤時の現行ルートの解除。

　・北病棟スタッフの更衣室使用の再開。
＜患者様連絡事項＞
コロナウイルス感染症陽性者
　〇隔絶者　　： 0名
　　ラゲブリオカプセル内服中患者：0名　内服終了者：24名　未内服者：8名
〇濃厚接触者：0名　
・出河　攻様～8/9朝食時から常食へ変更。
・高田　マキ様～療育・障害者相談センターボイス　十文字氏より電話での認定調査依頼あり対応する。
・太田　富夫様～本人様より、「洗濯したいんだけど」と話しかけあり。

売店利用可10,000円/月。転入時に金銭持ち込みなし。7/11に北病棟転入し、転入日、兄様に架電していたが、7/13にはコロナ対応体勢となった経緯あり。これまで更衣で対応していたとの事。兄様に金銭依頼し、病棟で洗濯したいとの希望あり。また、関係性として、「(入院前) 最後に悪くなった。できれば仲直りしたい」と。コロナ対応時も病棟ルール守れていた事や、入院当初の躁状態改善している事を評価。まず、ＳＷに金銭等の流れについて確認していく。
・吉田　守幸様～療育・障害者相談センターボイスから電話での認定調査依頼あり対応する。

＜要注目患者様情報＞
・寺地　光幸様（陽性判定日R4.7.22）
バイタルサイン異常なく経過。身体的には悪化なく経過される。コロナ感染前に比べると行動が拡大され、他者・スタッフへ自主的な話し掛けはあるが、逸脱行動はない。
・会津　虜子様（陽性判定日R4.7.19）

移動は介助なく自力で行っている。摂取量は2/3～1/3自力摂取となっている。体調確認への返答に時間要するが、苦痛表情はみられていない。
＜菅野Dr診察情報＞
・長谷川　陽一様～主治医より、外出泊はコロナ明けの様子を見てからと、市民病院皮膚科受診も予約も取り直してからとの説明あり、「はい。」と返答されている。
・滝田　英人様～コロナは大変だった。何とか食事も摂っているが、便がまた出なくなるのが悩みで、戦いのようだと話される。
・出河　攻様～入れ歯が治ったので、常食常菜へ戻して欲しいと話される。栄養へ連絡し、明日の朝より変更となる。入れ歯は新品はまだであり、以前壊れた入れ歯を直した物を使用し食事を摂るという。
・上村　みわ様～主治医診察にて、ＡＤＬも拡大傾向にあると話される。
・中川原　義雄様～主治医診察。お粥になり胃の調子は良くなったが痩せたと話される。お粥はしばらく継続したいと話される。
